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特別利益の発生および法人税等の更正による還付税額の計上並びに業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成 21 年 5 月 29 日に公表いたしました業績予想を下記のとお

り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．特別利益の発生について 

当社の持分法適用非連結子会社であった株式会社ビジネスデザイン研究所の全株式を売却したため

持分法の適用から除外されることに伴い、連結財務諸表において投資有価証券売却益８億円を計上す

ることになりました。同様に個別財務諸表においても関係会社事業損失引当金戻入額８億円を計上す

ることとなりました。 

 

２．法人税等の更正による還付額の計上について 

当社において、過年度決算修正に伴う法人税等の更正の決定に伴い還付税額 52 億円を計上すること

となりました。 

 

３．業績予想の修正 

(1) 連結決算 

平成 22 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正(平成 21 年 4月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり四半

期純利益（円）

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 140,000 △5,500 △7,000 △7,000 △100.05

今回修正予想(Ｂ) 140,000 △5,500 △7,000 △1,000 △14.29

増減額（Ｂ－Ａ) ─ ─ ─ 6,000 ─

増減率 (％) ─ ─ ─ ─ ─

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(平成 21 年 3月期第 2四半期) 
221,921 △624 △2,285 △8,447 △120.74

 

平成 22 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正(平成 21 年 4 月 1日～平成 22 年 3月 31 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり当期

純利益（円）

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 310,000 △9,000 △13,000 △13,000 △185.82

今回修正予想(Ｂ) 310,000 △9,000 △13,000 △7,000 △100.06

増減額（Ｂ－Ａ) ─ ─ ─ 6,000 ─

増減率 (％) ─ ─ ─ ─ ─

(ご参考)前期実績 

(平成 21 年 3月期) 
385,892 △13,585 △18,587 △38,054 △543.93



 

 

 

(2) 個別決算 

平成 22 年 3 月期第 2 四半期累計期間個別業績予想数値の修正(平成 21 年 4 月 1日～平成 21 年 9月 30 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり四半

期純利益（円）

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 100,000 △5,500 △6,000 △6,000 △85.76

今回修正予想(Ｂ) 100,000 △5,500 △6,000 0 0.00

増減額（Ｂ－Ａ) ─ ─ ─ 6,000 ─

増減率 (％) ─ ─ ─ ─ ─

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(平成 21 年 3月期第 2四半期) 
─ ─ ─ ─ ─

 

平成 22 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正(平成 21 年 4 月 1日～平成 22 年 3月 31 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり当期

純利益（円）

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 220,000 △9,500 △11,000 △11,000 △157.23

今回修正予想(Ｂ) 220,000 △9,500 △11,000 △5,000 △71.47

増減額（Ｂ－Ａ) ─ ─ ─ 6,000 ─

増減率 (％) ─ ─ ─ ─ ─

(ご参考)前期実績 

(平成 21 年 3月期) 
272,745 △17,134 △17,909 △41,284 △590.10

 

 

(3) 修正の理由 

持分法適用非連結子会社であった株式会社ビジネスデザイン研究所の全株式を売却したことによる

特別利益の計上ならびに法人税等の更正による還付税額の計上によるものです。 

 
 

(注) 上記の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の
業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 
以 上 


